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め
、
本
年
度
か
ら
拡
張
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

今
後
の
工
業
用
水
道
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
早
急
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
水
源
地
調
査
を

行
う
な
ど
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
検
討
す
る
と
同
時
に
、
県
と
も
十

分
協
議
を
行
い
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
く
。

水
道
事
業
管
理
者

市
北
部
の
既
存
の

水
源
で
２，

０
０
０
ト
ン
程
度
確
保

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

〜
17
年
度
固
定
・
法
人
市
民
税
額
と

雇
用
人
口
を
個
々
に
問
う
。

(2)
企
画
商
工
行
政
に
つ
い
て

富
士
フ
ィ
ル
ム
が
本
市
に
誘
致
と

の
話
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
の
が
、

16
、
17
年
の
頃
で
あ
っ
た
。
誘
致
条

件
、
土
地
10
万
〜
15
万
平
米
、
日
量

１
万
ト
ン
の
工
業
用
水
及
び
交
通
ア

ク
セ
ス
、
労
働
力
の
確
保
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
工
業
用
水
、
土
地
が
確
保

で
き
ず
熊
本
県
菊
陽
町
に
誘
致
決

定
。
な
ん
と
投
資
総
額
１
千
億
円
。

現
在
コ
マ
ツ
、
フ
ジ
ミ
、
ツ
ジ
デ
ン

に
日
量
水
計
９，

２
０
０
ト
ン
供
給
。

し
か
し
３
社
の
供
給
増
要
求
に
よ
り

１
３，

３
６
０
ト
ン
の
日
量
水
に
膨

れ
上
が
る
。
今
後
の
誘
致
と
工
業
用

水
対
策
を
問
う
。

市
長

(1)
固
定
資
産
税
額
及
び
法
人
市

民
税
額
は
平
成
16
年
度
が
３
億
４，

７
５
０
万
円
、
平
成
17
年
度
が
３
億

３，

８
２
２
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

地
元
採
用
の
雇
用
総
数
は
２，

７
２

４
名
で
、
う
ち
約
１，

９
０
０
名
が

市
内
居
住
者
で
あ
る
。

（2）
現
在
大
村
は
非
常
に
注
目
さ
れ
て

い
る
。
今
年
度
は
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
関
連
会
社
を
第
１
号
と
し
て
、

３
社
を
目
標
に
積
極
的
な
誘
致
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
県
の
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
新
し
い
工
業
団
地
に
取
り
組
む

方
向
で
、
適
地
の
調
査
研
究
を
始
め

て
い
る
。

工
業
用
水
道
に
つ
い
て
、
業
績
好

調
な
３
社
の
需
要
増
に
対
応
す
る
た

丸
谷
議
員

格
差
社
会
に
対
し
市
民
を
守
る
政
治

を①
小
泉
政
治
に
よ
っ
て
格
差
が
拡
大

し
て
い
る
。
貧
富
の
差
の
拡
大
、
貯

蓄
ゼ
ロ
世
帯
の
増
加
、
生
活
保
護
や

国
保
税
滞
納
者
・
学
校
就
学
援
助
・

給
食
費
未
納
者
・
福
祉
資
金
貸
付
希

望
者
な
ど
が
激
増
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
市
民
は
引
け
目
を
感
じ
な
が

ら
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
市
役
所
に
相

談
に
来
る
。
こ
の
市
民
に
対
す
る
市

長
や
職
員
の
姿
勢
は
。

②
就
学
援
助
の
予
算
は
確
実
に
確
保

す
る
か
。

③
給
食
費
未
納
者
が
、
就
学
援
助
・

生
活
保
護
該
当
か
ど
う
か
の
指
導
は
。

④
福
祉
資
金
の
原
資
が
不
足
し
て
い

る
。
増
額
を
。

⑤
国
保
資
格
証
明
書
世
帯
の
受
診
の

遅
れ
で
死
亡
事
件
が
相
次
い
で
い
る
。

資
格
証
明
書
が
加
入
世
帯
比
で
県
下

で
最
悪
の
理
由
は
な
に
か
。
本
人
の

失
業
・
病
気
の
場
合
、
資
格
証
明
書

世
帯
に
保
険
証
を
交
付
し
て
い
る
か
。

市
長

①
私
を
始
め
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
経
済
的
、
身
体
的
に
辛
い
方
々

の
立
場
に
な
り
誠
実
な
態
度
、
温
か

い
心
で
接
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て

そ
の
苦
し
い
中
か
ら
立
ち
上
が
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
支
援
を
全
力
で

行
っ
て
い
き
た
い
。

総
務
部
長

②
必
要
な
経
費
は
確
保
し

て
い
く
。

教
育
長

③
就
学
援
助
、
生
活
保
護
が

必
要
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
各

学
校
で
担
任
が
把
握
し
て
い
る
。

教
育
次
長

個
々
の
世
帯
の
所
得
を
学

校
が
把
握
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
が
、
給
食
費
滞
納
世
帯
に
関
し

て
は
家
庭
訪
問
等
で
経
済
事
情
も
含

め
た
と
こ
ろ
で
の
相
談
を
行
っ
て
い

る
。

市
長

④
実
態
を
踏
ま
え
、
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
財
政
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
十
分
協
議
し
、
で
き
る
だ
け
の

対
応
へ
向
け
て
努
力
し
た
い
。

市
民
環
境
部
長

⑤
保
険
年
金
課
、
税

務
課
で
状
況
を
確
認
し
、
短
期
交
付

に
該
当
す
れ
ば
迅
速
に
短
期
交
付
を

行
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
法
、
市
の
要
綱
に

の
っ
と
っ
て
適
正
な
措
置
を
行
っ
て

い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
介
護
保
険
の
要
支
援
２
の
必
要
な
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が
大
削
減
さ
れ
た
。

見
直
し
を
。

・
駅
前
再
開
発
の
見
通
し
は
。

・
教
師
の
人
事
評
価
は
教
師
を
追
い
込

む
。
見
直
し
を
。

格
差
社
会
の
拡
大
の
中
で
市
政
が

市
民
の
目
線
で
接
す
る
よ
う
に

上：誘致が進む
オフィスパークの一角

左：ハイテクパーク




